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令和元年度 事業報告書 

 

１ 事 業 総 括 

 

（１）概  況 

 

令和元年度事業は全般的に横ばい又は減少傾向にあり、少子化や高齢化などの

影響により、当財団の主要事業である学校保健などの検査数の減少と、人間ドッ

ク受診者の減少が明確に見られる。また、近年、新生児マススクリーニング検査

の減少が目立つ。 

 

事業別に見てみると、新潟県内の出生数に連動している母子保健の先天性代謝

異常検査は、15,257 件の実施で、前年度比較 93.0％であった。 

 地域住民を対象とした特定健診は、長岡市の特定健診日のうち当財団が担当し

た日数が増加したため、今年度 35,624 件で、前年度と比較すると 104.8％の実施

であった。各種の対策型がん検診についても、肺がん検診 98.7％、胃がん検診

102.8％、大腸がん 103.0％、乳がん検診 104.3％、子宮がん検診は 99.9％の実施

で、長岡市の受診者数が増加した。 

職域健診においては、今年度新たな受託として、新潟市民病院の職員定期健診

（1500 人）を実施したため、出張健診の定期健康診断は 23,126 件で前年度と比

較して 116.1％と増加した。一方、人間ドック受診者は、前年度より 300 名ほど

減少し 91.4％の実施となった。当財団の内視鏡医師の不足により受入れ態勢を縮

小せざるを得ない状況にあることや、ＣＴをはじめとする高度な医療機器が整備

されていないことなどが減少する要因となっている。 

 

健康支援事業では、新潟県病院局のストレスチェックが他機関に代わったため、

全体としては 86.5％の実施であった。その他、特定保健指導・健康教育等は前年

度並みを維持している。 

 

 

なお、年度末において新型コロナウイルス感染症の問題が発生した。令和２年

４月からの健診を延期又は中止する状況になっており、その影響は大きいと想定

している。 
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（２）公益目的事業の内容と成果 

 

 当法人は、定款において公益目的を達成するための事業として７つの公益目的

事業を掲げている。令和元年度において、それぞれの事業の概況と成果は、次の

とおりである。 

 

ア 健康増進、生活習慣病予防及び早期発見のための（地域）健診事業 

 市町村の住民を対象に実施される、いわゆる「地域（住民）健診」は、県民の

健康の保持増進を第一の目標に掲げる当財団の主要事業である。 

長岡市、小千谷市、見附市、三条市など中越・県央地域を中心に、特定健診を

実施しており、今年度は長岡市の特定健診日数が増加したことで、前年度比

104.8％と増加した。また、住民の各種がん検診についても、結核・肺がん、胃が

ん、大腸がん、乳がん・子宮がん検診の前年度比較で 98.7～104.3％と順調に推

移した。引き続き、市町村との連絡を密に、健診体制の充実に努めていきたい。 

 

イ 働く人の健康管理業務全般にわたる支援活動業務 

 この事業は、労働安全衛生法に基づき事業所等が従業員に対して実施する定期

健康診断や特殊健診、これと同時に実施する各種がん検診などである。 

 職域健診では、行政、教育職場の占める割合が大きく、今年度は新たに新潟市

民病院の職員定期健康診断を受託したため、出張の職域健診は前年度比 116.1％

と増加した。 

人間ドックの受診者は、内視鏡医師の不足により、内視鏡を希望する受診者を

制限せざるを得ないことや、全体として設備が古くなっていることなどの理由で、

前年度比 91.4％にとどまった。 

 

ウ 母子保健、学校保健分野における検査事業 

 母子保健における新生児先天性代謝異常検査は、新潟県および新潟市から委託 

を受け県内で唯一、当財団のみが実施している事業である。出生数の減少により、

検査数は年々減少しているが、精密検査機関である新潟大学小児科では、一般社

団法人 新潟希少疾患協会（ＡＳＣＲＮ）を設立し、ライソゾーム病を中心とす

る新たな検査を有料実施する取組みが開始されようとしている。今後は当財団と

しても、出来るだけの協力体制を構築していく。 

 

 次に、学校保健においては、児童・生徒の心臓検診は、市町村小・中学校及び

高校生を対象に 36,950 件実施した。また、新潟市や長岡市の教育委員会及び医師

会との連携のもとに、小児腎臓病や小児糖尿病の早期発見のための尿検査

（154,623 件）を担っており、今後とも、この分野における指導的機関としての
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役割を果たしていく。 

 

エ 検査・健診の結果データの分析評価を地域社会に還元する事業 

 当財団は、県内唯一の公益財団法人認定を受けた健診機関として、地元医師会

や市町村等と連携しながら、健診・検査業務の精度の向上を図るとともに、その

結果を疾病の早期発見や予防活動に活かし、地域保健活動の充実を目指している。

今年度は、健診・検査の結果を統計的に分析した「平成 30 年度版事業年報」を編

集発行した。また、県内で胸部疾患に関わる医師を対象にした「読影医師研修会」

等を開催し、引き続き県内医師の読影技能の向上を目指している。 

 

オ 予防医学思想の普及、健康増進啓発に向けた健康づくりへの支援事業 

 この事業は、健康診断後における保健指導や一般市民を対象にした健康教育、

糖尿病等の予防啓発を行うことにより、広く県民の健康づくりを支援していくこ

とを目的にしている。 

また、メディアシップ健康げんき倶楽部において、少人数（グループ）制の健

康教育事業の一環として「心とからだの健康づくりセミナー」を継続的に実施す

るとともに、今年度も新潟市中央区からの「糖尿病予防セミナー」講座をメディ

アシップと NEXT21 で実施した。市民を対象にした第 15 回市民健康講座（テー

マ・がんの早期発見と最先端治療）を県立がんセンターと連携して、令和２年２

２２日に日報ホールで開催し、約 200 人の参加があった。 

 

カ 感染症予防に関する知識の普及啓発並びに予防事業 

この事業は、腸内細菌やノロウィルスなどの感染症の蔓延を防止するため、食 

品取扱関係者や福祉施設・医療関係者などに感染症予防の知識を普及し、必要な

検査を行うとともに、インフルエンザについては学校など集団感染が懸念される

場所において集団の予防接種事業を行うものである。インフルエンザ予防接種は

9,575 件の実施であった。Ｂ型肝炎や麻疹・風疹を含む全体の予防接種事業は

11,764 件で前年度対比 98.8%の実施であった。 

  

キ 提携して業務を行う法人への協力事業 

 当財団は、予防医学事業中央会ならびに結核予防会本部という、日本全体で保

健活動を展開している二つの全国組織と提携し、それぞれの組織の新潟県支部と

して県民向けの啓発活動などの協力事業を実施している。特に、結核予防会複十

字シール募金活動は、年間で約 254 万円の募金の実績があり、社会啓発活動に努

めている。 

 

 以上のような公益目的事業を通して、県民が生涯にわたり心身ともに快適な生



 

4 

 

活をおくることができるよう、地域保健、職域保健、母子保健、学校保健、感染

症予防、健康づくりなどの各分野における保健衛生活動を継続的・安定的に実施

していくことが当財団に課せられた使命であると考えている。 

 

 

２ 個 別 事 業 の 報 告 

 

当財団は、定款において定める公益目的事業の区分とは別に、公益財団法人へ

の移行設立時において、事業全体を「検査事業」「健（検）診事業」「健康づくり

事業」の３つの個別事業に大別している。この３事業の実績と課題は次のとおり

である。 

 

第１ 検査事業 

（１）母子保健 

新潟県・新潟市より委託を受け実施している新生児マス・スクリーニングは、 

行政・新潟大学・県医師会の指導のもと、県内唯一の検査機関として引き続き高

い精度を維持するよう努めている。 

近年、新潟県内における出生数は、毎年 1,000 人以上減少しており、検査数も

前年度比７％減であった。 

 当年度 前年度 前年度比％ 

先天性代謝異常検査 １５，２５７ １６，４０５ ９３．０ 

 

（２）学校保健 

学校保健安全法に基づく尿検査は、児童・生徒の腎臓病・糖尿病の早期発見・

早期治療を目的に行われている。県内各市の教育委員会や医師会との連携を密に

検査を実施している。 

 当年度 前年度 前年度比％ 

尿検査(一次・二次 ) １５４，６２３ １５６，４９３ ９８．８ 

（うち、腎臓病精密検査） ２４１ ３０２  

（うち、糖尿病精密検査） ２７ １９  

貧血検査 ９，７９２ １０，４０６ ９４．１ 
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（３）感染症検査 

 感染症検査のうち、実施数が最も多い腸内細菌検査について、令和元年度は、 

39,847 件、前年度比 96.1％の実施であった。ノロウイルスのＰＣＲ検査について

は、依頼件数が少ないことと、機器の老朽化に伴い、今年度末をもって検査を休

止した。 

 当年度 前年度 前年度比％ 

腸内細菌検査 ３９，８４７ ４１，４５１ ９６．１ 

食品検査 ６４７ ６８３ ９４．７ 

ノロウィルス検査 ６０ ４８ １２５．０ 

ＱＦＴ検査 １，１７３ １，５７３ ７４．６ 

ＨＰＶ検査 １３３ １２３ １０８．１ 

血液検査（抗体） ２，１７４ ２，４５０ ８８．７ 

 

 （４）その他の検査 

 新潟市医師会メジカルセンターからの血液検査、及び病医院からの組織検査及

び子宮がん・喀痰などの病理検査を受託している。 

  当年度 前年度 前年度比％ 

血液受託検査 ７７４ １，００８ ７６．８ 

病理受託検査 ４，０９６ ４，８５８ ８４．３ 

 

第２ 健(検)診事業 

（１）学校保健 

 学校保健安全法に基づき、4～6月までの間に小・中・高校生対象の心臓（心電

図）検診、高校１年生対象の結核（胸部レントゲン）検診及び大学や専門学校の

学生対象の健康診断を行っている。 

 当年度 前年度 前年度比％ 

学校数 人数 

結核検診 ９０ ２５，０７０ ２７，１７３ ９２．３ 

心臓検診 ４６３ ３６，９５０ ３７，１６６ ９９．４ 

学生健診     
（大・専門学生） ２２ ６，２１７ ４，７７５ １３０．２ 
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（２）地域健診 

県内各市町村が高齢者医療確保法や健康増進法などに基づいて実施している特

定健康診査及び各種がん検診について、当財団は、特定健診は中越・県央地域を

中心に、がん検診は上越地域を除く県内全域の事業を担当している。今年度から、

胸部レントゲン撮影及び乳がん撮影のデジタル加算が追加された。長岡市、三条

市、見附市などを中心とする特定健診は、前年度比 104.8％の実施であった。総

合型健診（ミニドック）の導入など健診のあり方が多様化する中、各種がん検診

における事務委託が増加し、健診 1 日に従事する職員数が増加している。引続き、

市町村担当者との密な連携が必要である。 

 

 当年度 
前年度 

前年度

比％ 
市町 
村数 人数 

特定健診 ６ ３５，６２４ ３３，９９１ １０４．８ 

結核検診   

（６５歳以上・３９歳未満） 
２０ １０７，８５０ １０７，６８９ １００．１ 

地

域

が

ん

検

診 

肺がん検診  

(４０歳以上) 
２０ １３８，４１３ １４０，２１５ ９８．７ 

喀痰細胞診 １３ ２，２６７ ２，２１２ １０２．５ 

胃がん検診 ７ １６，５２７ １６，０７０ １０２．８ 

大腸がん検診 ８ ３８，８４９ ３７，７０９ １０３．０ 

乳がん検診 １５ ２３，２７０ ２２，３１８ １０４．３ 

子宮がん検診 １２ １３，９６０ １３，９７０ ９９．９ 

前立腺がん検診 ６ ４，６７８ ４，５２３ １０３．４ 

骨検診 ３ ９７２ ９６７ １００．５ 

 

（３）職域健診 

 

 労働安全衛生法に基づき事業所等が実施する定期健康診断は、民間事業所の受

託契約の事業所数が減少しているが、行政・教育機関の職場の占める割合が大き

く、新たに受託した新潟市民病院職員健診を含め、出張の定期健康診断は 23,126

件、施設における定期健康診断数は 14,662 件であった。 

 



 

7 

 

 当年度 前年度 前年度比％ 

定期健診 
出張 ２３，１２６ １９，９１２ １１６．１ 

施設 １４，６６２ １４，５４１ １００．８ 

特殊健診 ２，７８０ ２，４９４ １１１．５ 

職

域

が

ん

検

診 

胸部検診 ３９，８９２ ３８，３７４ １０４．０ 

胃がん検診 １４，３０８ １４，４１９ ９９．２ 

大腸がん検診 １４，０８０ １４，５２７ ９６．９ 

乳がん検診 ３，９９７ ４，１８０ ９５．６ 

子宮がん検診 ４，９０８ ４，７６２ １０３．１ 

前立腺がん検診 １，８７５ １，９６９ ９５．２ 

事業所 骨検診 ２３６ ２７６ 85.5 

            

（４）人間ドック検診 

 

 当財団が提供する人間ドックは、各種健康保険組合、公務員共済組合との受託

契約に基づくもののほか、全国健康保険協会（協会けんぽ）及び新潟市国保の検

査項目に上乗せをして実施する形態など、受診者のニーズにできる限り対応する

ようにしている。受診者の固定化（高年齢化）が進むとともに、消化器専門医の

不足などのため、受診者数が大幅に減少しており、新たな取組みが必要である。 

 

 当年度 前年度 前年度比％ 

人間ドック ３，４９６ ３，８２３ ９１．４ 

    

 

第３ 健康づくり支援事業 

 

（１）特定保健指導 

高齢者医療確保法に基づく特定保健指導は、小千谷市や見附市などの市町村か

らの委託により住民国保を対象にした出張の特定保健指導、及び人間ドック受

診当日にメタボリックシンドロームに該当するかどうかの検査結果に基づく指
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導などを実施しており、ほぼ前年度並みの件数であった。 

 

   特定保健指導の区分 当年度 人 前年度 人 前年度比％ 

住民対象（市町村国保） ９８ １１９ ８２．４ 

職域対象（協会けんぽ、共済組合など） ２９８ ２７８ １０７．２ 

健康げんき倶楽部における特定保健指導 ２５ ２０ １２５．０ 

 

（２）ストレスチェック 

労働安全衛生法により義務化されたストレスチェック検査は４年目となり、 

事業所によっては、検査機関を意図的に変える動きが見られ、検査数が大きく減

少した。また、医師面談指導も減少した。 

 

ストレスチェック 当年度 人 前年度 人 前年度比％ 

ストレス検査 １３，６２２ １５，７４０ ８６．５ 

医師面談指導 ３６ ６７ ５３．７ 

メンタルヘルス相談 ５ ４ １２５．０ 

 

（３）生活習慣病予防事業 

  成人病検診センターに特殊（糖尿病・禁煙）外来を設置し、次のような予防

事業を実施した。 

 

ア 糖尿病予防事業 

健診の結果を踏まえ、糖尿病または境界型糖尿病の疑いのある受診者を対象 

に、山田幸男医師の指導に基づき、糖尿病精密検査、糖尿病教室、フォローア

ップ外来を実施した。 

                      

 イ 喫煙予防事業 

毎週火曜日に禁煙外来を開設し、土屋俊晶医師のもとで禁煙指導を実施した。 

 

生活習慣病予防事業 当年度 人 前年度 人 前年度比％ 

糖尿病予防事業 １９４ １７８ １０９．０ 

喫煙予防事業 ９５ ９６ ９９．０ 
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（４）健康相談（個別） 

 健康診断の結果を踏まえ、保健師、産業看護師、管理栄養士の専門職が受診

者の健康に関する悩みに個別の健康相談事業を行った。なお、メンタルヘルス

業務においては、産業カウンセラーの退職に伴い減少した。 

 

健 康 相 談 の 区 分 当年度 人 前年度 人 前年度比％ 

人間ドックにおける健康相談 ３，４７３ ３，８１７ ９１．０ 

事業所などの定期健康診断における健康

相談                

新潟市特定健康診査における健康相談           

労災２次健康診断における健康相談他 

１，３７９ １，３１７ 

    

１０４．７ 

メンタルヘルス相談       

（産業カウンセラー対応） 
１７ １１７ １４．５ 

健康げんき倶楽部における健康相談 １５２ １４６ １０４．１ 

 

（５）健康教育（集団） 

市町村、学校、事業所、地区組織などが開催する健康教育に関する講演会な

どに専門スタッフを講師として派遣するとともに、当財団の独自事業として、

少人数制のセミナーの継続的な実施及び第１５回市民健康講座を開催した。 

 

ア 第１５回市民健康講座の開催    

① 日時 令和２年２月２２日（土）13：00～15：30 新潟日報ホール 

② テーマ がんの早期発見と最先端治療 

③ 内 容  

講演１「 大腸がん検診を受けましょう  」 

小林 正明 先生  

新潟県立がんセンター新潟病院 がん予防総合センター長  

 

 講演２「 増え続ける乳癌とその予防を考える 」 

    佐藤 信昭 先生  新潟県立がんセンター新潟病院 院長        

  

「 座談会 」 

佐藤 信昭 先生  新潟県立がんセンター新潟病院 院長  

    小林 正明 先生  新潟県立がんセンター新潟病院 がん予防総合センター長 
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    横山 晶  （公財）新潟県保健衛生センター 会長  

    土屋 俊晶 （公財）新潟県保健衛生センター 名誉会長 

④ 参加者 約２００人 

 

イ「心とからだの健康づくりセミナー」の開催 

メディアシップ健康げんき倶楽部において、「心とからだの健康づくりセミナ

ー」を継続的に実施するとともに、今年度新たに、生涯現役促進地域連携事業

（新潟労働局委託事業）でシルバー人材センターより「健康セミナー」を受託

し、新潟市（2 回）、小千谷市（1 回）、五泉市（１回）で開催した。 

  

ウ 関係機関が主催する各種健康づくり活動への参加 

  ① 長岡すこやかともしび祭り    令和元年 ９月２８日（土） 

② 福祉・介護健康フェア２０１９  令和元年１２月 １日（日） 

 

（６）予防接種 

 感染症予防の一環として、医療従事者や学生を対象に、B 型肝炎、麻疹、風

疹、ムンプス、水痘など感染症の抗体検査及び予防接種を実施した。 

また、大規模事業所や学校などの集団で生活する人たち約 9,239 人を対象にイ

ンフルエンザ予防接種を実施した。 

 

予防接種 当年度 人 前年度 人 前年度比％ 

インフルエンザ ９，５７５ ９，２３９ １０３．６ 

B 型肝炎・その他のワクチン ２，１８９ ２，６６８ ８２．０ 

 

（７）その他の支援活動 

ア 外国籍住民検診 

健康診断を受ける機会が少ない外国籍住民の「無料医療相談会」において、 

無料で胸部がん検診を行い、県内在住外国人の健康管理のサポートに努めてい

る。令和元年６月２日（日）新潟市中央区 「クロスパルにいがた」で実施し

た。 

 

イ 身体障害者への受診対応 

県下で唯一リフト装置付胸部検診車を配備し、福祉施設の入所者などに対す 

る受け入れ体制を整え、受診機会を損ねることのないよう努めている。 
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第４ その他関連事業 

 

（１）関連機関への参加協力 

 ア 結核予防会及び予防医学事業中央会への加盟 

それぞれの中央本部と連携し、新潟県支部としての活動を推進してきた。 

①  第 71 回結核予防全国大会参加 令和２年３月１６・１７日静岡 中止 

 

② 予防医学事業全国大会参加   令和元年１１月２２日 高松市 

 

 ③ 予防医学技術研究集会参加  令和２年２月２７・２８日 盛岡市 

 

 技術研究集会において、次の研究発表を行った。 

 

○「生化学自動分析装置における気泡が及ぼす検査値のバラツキについて」 

                       検査課  齋藤 彩花  

○「Ｂ型肝炎ワクチン接種後の抗体価の検討」  

健診第 1課  寺井 有理 

 

イ 新潟県検診機関協議会への参加協力 

  新潟県健康づくり財団が事務局を担当している協議会の会議・研修会に参加 

するほか、肺がん検診部会委員長施設として、より精度の高い検診が実施でき 

るよう、会の運営に協力した。 

 

（２）専門委員会等の開催 

 健診検査業務の精度の向上を図ると共に事業を円滑に実施するため、新潟大 

学や医師会等と連携し専門委員会を下記のとおり開催した。 

 

 ア 肺がん検診専門委員会(２ｶ月１回開催) 令和元年７月～令和２年１月 

 イ 母子関係事業懇談会          令和２年２月４日 

 ウ 胸部検診読影委員会  村上地区     令和元年９月２６日 

               新発田地区  令和元年１１月３０日 

               三条地区    令和元年度 中止  

 エ  新潟市読影医師研修会         令和元年８月２４日  

オ 子宮がん検診委員会                  令和元年度 中止  

 

（３）結核予防複十字シール募金運動 

  結核予防会本部が全国運動として展開している複十字シール募金を本年度も、
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保健所、新潟県食生活改善推進委員協議会等の協力を得て行った。 

 

     平成３０年度募金額 2,541,112 円（目標額 2,800,000 円） 

 

 

 

３ 施 設 設 備 の 整 備 

 令和元年度における主な設備投資は、次のとおりである。 

 

（１）高額な検診機器等 

 

ア 胸部デジタル検診車 

 胸部デジタル検診車（Ｄ-10 号）を新規配備した。 

  車体に架装する発電システムについて、騒音・振動対策のため、従来の発動

発電機に代えて、「蓄電池式」の仕様とした。 

 

 令和元年 ７月２２日 キャノンメディカルシステムズ（株） 契約締結 

  令和２年 ２月２７日 納車 

 購入額 42,933,000 円（税込） 

 

イ X 線画像管理システム更新 

   成人病検診センター及び本館において X 線デジタル画像の画像管理システ

ムが稼働しているが、サーバーなどのコンピュータ機器の保守が令和２年３

月に終了するためコンピュータシステムを更新した。 

 

  ・成人病検診センター 画像管理システム 富士フィルム(株) 

  ・本館        画像管理システム キヤノンメディカルシステムズ（株） 

令和元年 １２ 月 契約締結 

 購入額 35,200,000 円（税込） 

  

ウ 胃内視鏡 スコープ 更新 

   現行の内視鏡スコープの老朽化に伴い、２本更新した。 

  購入額 4,796,000 円 

 

             合  計  ８２，９２９，０００ 円 
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（２）その他固定資産購入一覧 

 

【建物附属設備】 

 ア 本館 3 階事務室 LED 照明交換         842,400 円（税込） 

 イ 分館待合室 LED 照明交換          612,576 円（税込） 

 ウ 本館地下湧水ポンプ入替           250,668 円（税込）  

 エ 本館充電用外部コンセント設置工事      424,600 円（税込） 

 オ 本館３階画像管理・読影室空調工事      990,000 円（税込） 

 カ 本館２階副会長室 新設工事         528,000 円（税込） 

                   小計   3,648,244 円（税込） 

【器具・備品】 

ア  Ｘ線透視撮影装置ＰＯＰＵＬＵＳ-ＴＩ    1,608,120 円（税込） 

イ 自動分注塗沫装置ﾌﾟﾚｯﾌﾟｽｽﾃｲﾝ PC 交換     442,800 円（税込） 

ウ 先天性代謝異常検査システムサ－バ       1,806,090 円（税込） 

エ 心電図検査装置 ＦＣＰ-8700 ２台      4,015,000 円（税込） 

オ 分館内視鏡ＰＣ                249,920 円（税込） 

カ 分館 Ｘ線撮影装置管球交換           1,155,000  円（税込） 

キ 本館 3Ｆルーター設置             231,000 円（税込） 

ク 本館 2Ｆﾌﾟﾘﾝﾀ（ＳＰ   840Ｍ）        258,500 円（税込） 

                   小計   9,766,430 円（税込） 

  

【車 両】 

 ア 日産セレナミニバン（業務課用）      2,797,930 円（税込）  

イ ホンダ フリード             2,180,290 円（税込） 

                                     小計   4,978,220 円（税込） 

【一括償却資産】 

パソコン等（10 万円以上 20 万円未満）  ６件  798,518 円（税込）  

                                    小計     798,518 円（税込） 

【ソフトウェア】 

ア 給与大臣 NX ﾋﾟｱ･ﾂｰ･ﾋﾟｱ            555,500 円（税込） 

                  小計     555,500 円（税込）   

 

 

                               合 計      19,746,912 円（税込） 

 

              総  額  １０２，６７５，９１２ 円 
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（3）長期借入金及び長期リース負債の償還 

 

 ア 長期借入金 

  ① 借入先       第四銀行県庁支店 

  ② 当年度中の償還額  9,996,000 円 

  ③ 借入の内容     胸部 X線検診車の購入代金に充当。(７年間) 

 

 イ 長期リース負債 

  ① リース先      栄研化学株式会社 

  ② 当年度中の償還額  16,848,000 円 

  ③ リースの内容    検査課 生化学検査機器導入(５年間) 

 

                償還額（計） ２６，８４４，０００ 円 

 

４ 法人運営の状況 

（１）主な会議の開催状況 

  定款の規定に基づき、理事会及び評議員会を次のとおり開催し必要事項を審 

議した。 

 

 ア 理事会 

 ① 第１５回定時理事会  令和元年  ５月３１日（金）本館４階会議室 

 ② 第１４回臨時理事会  令和元年  ９月２７日（金）本館４階会議室 

  ③ 第１６回定時理事会  令和２年  ３月１８日（木）本館４階会議室 

 

 イ 評議員会 

 ① 第８回定時評議員会  令和元年  ６月１７日（月）本館４階会議室 

 

（２）監査報告 

  令和２年 ５月２１日（木）に行われた監事監査の結果、令和元年度の 

 事業報告及び決算について、適正の報告があった。 



　年　度 H３０年度 前年度比較

（Ａ）実施数 （Ｂ）計画数 （Ｃ）実施数 Ｃ/Ｂ（％） Ｃ/Ａ（％）

母子 先天性代謝異常検査 16,405 16,400 15,257 93.0 93.0

寄生虫検査 ぎょう虫 105 0 0

156,493 156,500 154,623 98.8 98.8

１次検査 142,314 140,308

２次検査 3,887 3,757

腎精検 302 241

糖精検 19 27

大学 9,971 10,290

10,406 10,500 9,792 93.3 94.1

41,451 41,000 39,847 97.2 96.1

683 650 647 99.5 94.7

ノロウィルス検査（ＰＣＲ法） 48 30 60 200.0 125.0

1,573 1,500 1,173 78.2 74.6

123 120 133 110.8 108.1

2,450 2,500 2,174 87.0 88.7

(新潟市医師会） 1,008 1,000 774 77.4 76.8

(ＡＢＣ検診） 0 0 0

病理（開業医・他健診機関） 4,858 4,800 4,096 85.3 84.3

27,173 27,000 25,070 92.9 92.3

心臓検診（小・中・高生） 37,166 37,000 36,950 99.9 99.4

4,775 4,700 6,217 132.3 130.2

全委託 31,430 31,000 33,142

一部委託 2,561 2,500 2,482

特定・単独 1,776 1,750 1,699 97.1 95.7

特定・単独 4,523 4,500 4,678 104.0 103.4

97 90 83 92.2 85.6

結核検診 間接撮影 107,689 108,000 107,850 99.9 100.1

肺がん検診間接撮影 140,215 140,000 138,413 98.9 98.7

喀痰細胞診 2,212 2,000 2,267 113.4 102.5

16,070 16,000 16,527 103.3 102.8

37,709 37,000 38,849 105.0 103.0

22,318 22,000 23,270 105.8 104.3

17,983 19,229

4,335 4,041

13,970 14,000 13,960 99.7 99.9

0 0 0

967 1,000 972 97.2 100.5

腸内細菌検査

食品検査

ＱＦＴ検査

ＨＰＶ検査

令和元年度　検査・健（検）診　事業状況 

事業区分

令和元年度

血液検査（抗体）

受
託

血液　

健
　
診
　
事
　
業

学校
保健

結核検診（高１年生・大・専門学生）

学生健診（内科含む高・大・専門学生）

地
　
域
　
検
　
診
（

出
張
健
診
）

特定健診

胃がん検診

検
　
査
　
事
　
業

学
校
保
健

尿検査

（再掲）

貧血検査（小児生活習慣病含）

感
染
症

子宮がん検診

106.3 104.8

肝炎

前立腺がん

糖負荷試験

胸
部
検
診

大腸がん検診

乳がん検診

再
掲

（マンモ1方向）

(マンモ2方向）

腹部超音波

骨粗しょう検診



　年　度 H３０年度 前年度比較

（Ａ）実施数 （Ｂ）計画数 （Ｃ）実施数 Ｃ/Ｂ（％） Ｃ/Ａ（％）事業区分

令和元年度

19,912 20,200 23,126 114.5 116.1
5,139 5,687

70 94
3,489 3,546

270 279
1,886 2,415
5,693 8,328

その他健診 3,365 2,777
14,541 13,500 14,662 108.6 100.8
3,823 3,600 3,496 97.1 91.4
2,494 2,400 2,780 115.8 111.5
38,374 38,000 39,892 105.0 104.0

単独病院・施設 7,180 7,168 99.8
出張 15,493 17,428
ホール 11,913 11,820
ドック 3,788 3,476

576 550 478 86.9 83.0
14,419 14,000 14,308 102.2 99.2

胃カメラ
（ドック・ホー 2,119 2,020
出張 5,108 5,458
ホール 5,194 5,180
ドック 1,756 1,500
単独 242 150

14,527 14,000 14,080 100.6 96.9
出張 4,919 4,611
ホール 5,876 6,056
ドック 3,732 3,413

4,180 4,000 3,997 99.9 95.6
出張 1,382 1,254
ホール 1,640 1,650
ドック 1,158 1,093
視触診 0 0 0

子宮がん検診 4,762 4,600 4,908 106.7 103.1
出張 2,054 2,042
ホール 1,645 1,835
ドック 1,063 1,031

前立腺がん検診 1,969 1,900 1,875 98.7 95.2
出張 303 282
ホール 288 268
ドック 1,378 1,325

骨粗しょう検診 276 270 236 87.4 85.5
出張 13 0
ホール 51 61
ドック 212 175

11,907 12,000 11,764 98.0 98.8
インフルエンザ 9,239 10,000 9,575
B型肝炎 1,950 2,000 1,673
麻疹・風疹（ＭＲ） 293 0 273
ムンプス 214 0 201
水痘 60 0 39
肺炎球菌 14 0 3
破傷風 137 0 0
ツベルクリン反応 0 0 0

818,014 812,560 816,607 100.5 99.8

健
　
診
　
事
　
業

職
　
域
　
検
　
診

定期健康診断

出
張
健
診

Ａ（推奨・充実・法定）

Ｂ（推奨・法定）

協会（生活習慣病健診）

新採用（雇用時）検診

各
種
検
査
・
が
ん
検
診

特殊健診

胸部検診

（再掲）

喀痰細胞診

深夜業務従事者健診

他保険組合健診

施
設
健
診

ホール健診

ドック

（内訳）

（内訳）

健
 
 

康
 

　
支
 
 

援

感
染
予
防

予防接種

（内訳）

健
　
診
　
事
　
業

職
　
域
　
検
　
診

各
種
検
査
・
が
ん
検
診

胃がん検診

（内訳）

大腸がん検診

（内訳）

乳がん検診

（内訳）

（内訳）

総　　計



 

　年　度 H30年度 前年度比較

（Ａ）実施数 （Ｂ）計画数 （Ｃ）実施数 Ｃ/Ｂ（％） Ｃ/Ａ（％）

住民健診 119 130 98 75.4 82.4

職域健診 278 280 298 106.4 107.2

健康げんき倶楽部 20 20 25 125.0 125.0

15,740 15,700 13,622 86.8 86.5

67 70 36 51.4 53.7

4 10 5 50.0 125.0

糖尿病予防事業 178 190 194 102.1 109.0

喫煙予防事業 96 100 95 95.0 99.0

人間ドック健康相談 3,817 3,800 3,473 91.4 91.0

1,317 1,200 1,379 114.9 104.7

146 140 152 108.6 104.1

117 80 17 21.3 14.5

207 200 177 88.5 85.5

184 200 172 86.0 93.5

241 250 224 89.6 92.9

664 600 419 69.8 63.1

　　　　　　　　　　 23,195 22,970 20,386 88.8 87.9

令和元年度　健康づくり支援事業実施状況

事業区分
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ストレス検査

医師面接指導

メンタルヘルス相談

生
活
習
慣
予
防

総　計

健
康
相
談

定期健康診断・労災２次・
新潟市特定における健康相談

健康げんき倶楽部健康相談

産業カウンセラーによる
カウンセリング

健
康
教
育

市民健康講座

健康げんき倶楽部
健康づくりセミナー

連携講座・受託セミナー

講師派遣
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